
1 相談支援事業所はしわたし ・・・・・・・・・ 1 - 1 ～ 1 - 3 

2 地域活動支援センタージャンプ ・・・・・・・・・ 2 - 1 ～ 2 - 2 

3 てつなぎ工房 3 - 1 ～ 3 - 6

4 すまいるＢ 4 - 1 ～ 4 - 5

5 ぬくもり弁当 5 - 1 ～ 5 - 3

6 グループホーム 6 - 1 ～ 6 - 2

令和　7　年度　事 業 計 画

社会福祉法人てつなぎ

この資料は評議員および理事・監事限りであり、当事者以外への閲覧並びに複製不可、副本作成の禁止

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



　相談支援事業所「はしわたし」事業計画案
　　　　令和7年度

１．目的

　ノーマライゼーションの実現に向けて、障がい者もそうでない人も、だれもが住み慣れた地域社会

　で普通の生活を営み、活動できる社会を構築することが、課題となる。

　①現在地域生活している障がい者が、そのまま地域で生活し続けることのできる支援

　②これから施設や病院から地域に移行し、生活し続けることのできる支援

　③障がい者を受け入れる地域の醸成という課題

　④様々な支援機関との連携・連動・地域社会とのはしわたしをするという役割

　⑤社会福祉計画に基づいた自立支援協議会の協力・推進

２．相談支援事業所「はしわたし」の指定・委託状況(地域生活支援事業）
    

　　　　　支給決定前

弟子屈町指定

 障害者総合支援法

　　弟子屈町から委託 　　　モニタリング

　①特定相談支援の指定を弟子屈町から受けて、計画相談と基本相談（町からの委託）をしている
　②弟子屈町から自立支援協議会の事務局の委託を受けている。

　に立って、生活を支え続けることのできる活動の総体が、相談支援である。

　地域において障がい・疾病があっても、障がいのない人と同様に、地域で自立し

　て生活出来る事をめざして、生活を成立させ継続するために必要なサービスや制度の利用につ

　いて情報を提供し、ニーズを適切に把握し、多様な資源に結び付け、資源がなければ開発し、

　障がい者のニーズを充足させる包括的な相談支援が、身近な地域に必要である。障がい者の

　地域での生活を可能にするために、あらゆる障がい者からの相談を受けとめ、障がい者の立場
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3.はしわたしについて

昨年の目標で掲げた他市町村で相談支援が足りない場所の利用者へのサービス提供であるが、

標茶町でみなみなプレイスの相談支援が終了した事などもあり、また、標茶コスモスからの希望もあり

標茶町の相談支援希望者が増加している。弟子屈町の児童についても放課後等デイサービスの

利用希望が増えており、受給者証、計画の作成を行っている。その他、64歳介護保険2号被保険者の

方が障害者手帳を取得したとの事で、ヘルパーサービスが障害福祉サービスに変更となったケースや、

難病医療費受給者証の申請、補装具給付制度、日常生活用具制度などで福祉用具を購入するなど

の手続きも行っている。困難事例として希死念慮、自殺企図のケースをグループホームに繋ぎ、

現在安定してB型事業所に通所されている。てつなぎとしては介護保険の対象になった長期の

ショートステイ利用者を有料老人ホームに繋ぎ、加齢により障害のグループホームでは対応が難しく

なった70代の方も同有料老人ホームに繋いでいる。町保健師から困難事例としてのケースも紹介され

受給者証作成も行っている。今後、グループホームの空床をてつなぎB型利用者で埋めて行きたい。

また、他市町村で支援が必要な方の掘り起こしを行い、相談支援の対象者を拡大して行きたい。
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４．相談支援事業所「はしわたし」の仕事

　　

（弟子屈町障害者等地域生活支援事業相談支援事業委託業務）

　 　　委託費　　４，２００，０００円／年

　　　＊電話・訪問・相談室にての相談

　　　＊緊急時の対応

　　　＊病院との連携

　　　＊相談支援部会での情報共有化（情報交換会）

　　　＊関係機関との連絡調整

（委託事業）

　　　＊福祉計画

　　　＊相談支援部会で出された提案等の集約

　　　＊困難ケース等の情報提供

　　　＊弟子屈町内の障害者（児）の情報の共有化

　　　＊専門部会を調整してコアな部分を議論する場の提供

利用者内容 件数

　　　＊サービス等利用計画の作成 計画 70

　　　＊サービス担当者会議の開催 継続 306

　　　＊モニタリング 合計 376

　　　＊関係機関との連絡調整

　５．年間計画

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月  サービス調整会議・相談支援部会・障害部会

 サービス調整会議・相談支援部会

 相談支援部会・個別支援会議

 サービス調整会議・相談支援部会・自立支援協議会

 相談支援部会

相談支援部会・個別支援会議・障害部会

サービス調整会議・ 相談支援部会・自立支援協議会

 相談支援部会・教育部会・研修

 サービス調整会議・相談支援部会・個別支援会議

 相談支援部会・自立支援協議会

個別給付金収入目標

１，３３６，９６０円

５，０５６，３６０円

６，３９３，３２０円
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委託費 ４，２００，０００円

総合計収入 １０，５９３，３２０円

（サービス利用計画作成費の対象）

 相談支援部会・個別支援会議

 ケース会議・相談支援部会・自立支援協議会

基本相談支援

計画相談支援

自立支援協議会の運営



1.目的
 地域で生活し、障がいの有無に関わらず、諸事情があり、自分の居場所を
模索している方に日々の援助と生産・創作活動を通じて、利用者様個々の地
域社会との結びつきと自立を実感し、社会参加を促進しつつ、地域の拠り所
としてのセンターを目指す。

2.基本理念
利用される皆様にとって落ち着ける場所であること、または楽しいと感じ

られる場所であること。個々の気持ちに寄り添い、活動を通して充実感や達成
感、社会との繋がりを感じられる環境作りをする。又、他者との関りに於いて、
互いに協力したり、思いやりの心を大切にする。

3.事業内容
弟子屈町障害者等地域活動支援センター事業委託業務

委託費

〇創作活動・生産活動の機会の提供
〇作品作り、生産作業の中から互いに認め合い、協力し合う共生型をめざす。
〇レクレーション活動
〇楽しいと思える居場所作り
〇送迎及び買い物支援

4.費用負担
・事業に係る利用される方の費用負担は、無料とする。

5.営業時間及び休業日
・営業時間は月曜日から金曜日までの原則、10時00分から15時00分まで

とする。
・休業日は土・日・祝祭日、及び当法人が指定した日とする。

6.対象者
障がいの有無に関わらず、諸事情により

・通学が困難な方
・ひきこもり状態になりつつある方
・家庭内の事情があり家から出て自分の時間を過ごすことが必要な方
・事業所への通所が困難な方

７.創作・生産活動援助目標
（１）作業に楽しく安心して取り組める環境作りを行う。
（２）利用者様同士、又は支援員と協力して創作を進め、協調性を養う。
（３）情緒の安定を図り、不安や悩み事等の相談に速やかに対応し
   自己決定が出来るようにサポートする。
（４）必要な技能や知識が身に付けられるよう要望に応じて活動提供する。

弟子屈町障害者等地域活動支援センター事業

「ジャンプ」事業計画（案） 令和7年度

３，９６０,０００円/年

2ー１

・高齢者等



その他
・モニタリング支援計画
・送迎・買い物支援
・送迎・買い物支援

・送迎・買い物支援

・ひまわり畑見学 ・送迎・買い物支援

・送迎・買い物支援

・紅葉見学 ・送迎・買い物支援
・町民文化祭参加

・モニタリング支援計画
・ふれあい祭り出店 ・送迎・買い物支援

・送迎・買い物支援

・クリスマス会 ・避難訓練
・送迎・買い物支援

・送迎・買い物支援
・白鳥見学 ・送迎・買い物支援

・送迎・買い物支援

主な作業内容
◎ 羊毛によるマスコット作り・ワイヤークラフト・クレイ粘土制作・レジン・編み物

アイススティッククラフト・缶バッジ製作・その他季節に因んだ作品作り
◎ 手作りゲームや調理体験
◎ やりたいことの聞き取り、不安や悩み事などの談話

納品先
※ ぴゅあめいどまーけっと（釧路MOO）摩周温泉道の駅 美容室（セラヴィ）他出店等

9. 利用者数  1０名程度 

10.従業員数
管理者 1名 生活支援員 1名

6か月ごとに利用者様と支援員双方の評価とともに、過ごしやすい環境作りが
出来ているのか、利用者様の目標に沿った支援が出来ているかを確認して進めて行く。

12.ご家族・保健師・社会福祉協議会（ケアマネ）・教育委員会・各学校・相談支援員との連携
情報交換や協力により、より良い支援を継続していく。

11.個別支援計画作成

6月

7月

・お花見

8月

4月

5月

・創作活動 ・羊毛加工 
・花壇、畑作業
・創作活動 ・羊毛加工
・花壇、畑作業
・創作活動 ・羊毛加工
・花壇、畑作業

9月

８．令和７年度地域活動支援センター年間計画

10月

R８.1月

2月

11月

12月

3月

地活行事

2ー２

地活作業内容
・創作活動（羊毛・ワイヤー・粘土等）
・羊毛加工
・創作活動 ・羊毛加工
・畑おこし・花壇作り

・創作活動 ・羊毛加工

・収穫祭

・野鳥観察外出

・花壇、畑作業
・創作活動 ・羊毛加工
・花壇、畑の片付け

・創作活動 ・羊毛加工

・創作活動 ・羊毛加工

・創作活動 ・羊毛加工

・町民文化祭作品作り

・忘年会

・お菓子作り

・創作活動 ・羊毛加工

・創作活動 ・羊毛加工

















 

 

令和 7年度 就労継続支援事業所 B型事業所 すまいる B 事業計画 

１．基本理念 
 ノーマライゼーションの理念に基づき、利用者の方が地域社会から隔離されること

のない「完全参加と平等」を目標に掲げ、障がい者ひとりひとりの人生の質（クオリ

ティ・オブ・ライフ）の向上と自己実現を目指し、地域の中で自分らしく幸福感や生

きがいをもって自立した生活が送れるよう支援していく。 
また、利用者の方と、ここで働く職員の健全なワークライフバランス（仕事と生活の

調和）を目指し、すべての関わる者同士が平等な立場で互いに学び合い、それらの経

験を共有し合う場所とする。 
 

２．事業運営方針 
就労継続支援 B 型事業所は、利用者が自立した日常生活または社会生活を営むこと

ができるよう、利用者に対して就労の機会を提供するとともに、生産活動その他の活

動の機会の提供を通じて、知識及び能力の向上のために必要な訓練その他の便宜を適

切かつ効果的に行うものとする。 
事業の実施に当たっては、関係市町村、他の障害福祉サービス事業者、その他の保

健医療サービス機関、利用者を取り巻く社会資源との連携を図り、総合的な福祉サー

ビスの提供に努める。 
 
３．支援方針 

障害のあるなしにかかわらず、人が幸福感をもって生きていくためには、大きく分

けて 3 つの場の充実が必要である。一つは就労や様々な社会参加や役割を持つ機会、（家

事や育児・介護などの役割の機会も含む）や居場所、2 つ目は日常生活を送る生活の場、

3 つ目は生活の中で生きがいや楽しみとなるような手段や機会の場である。 
障害を持つ方は、趣味を持ったり、楽しむ方法が分からなかったり、又は偏りがあ

ったりすることが少なくない。また、社会の中で自己の存在意義を感じる事は大きな

生きがいとなる。自分を認めてくれる人がいる居場所や機会がある事はとても大切で

あると考える。 
 

（１）就労支援 
 利用者の個々の個性や能力、心身の状態を踏まえて、利用者の希望に沿った作業の

確保、生産活動が出来るよう努める。就労を通して、生活の場以外に地域の中で心の

よりどころ・生きがいを持てるような居場所としての役割を目指した支援を行う。 
 
（２）生活支援 
 利用者の方の心身の健康状態、利用者及びご本人を取り巻く生活環境の状況の把握

を行い、必要に応じて関係機関（医療機関、役場、福祉サービス事業所等）と連携を

図り、利用者の方が地域で安心して生活が送れる様支援を行う。 
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（３）余暇支援 
様々なレクリエーション活動を通じて心身のリフレッシュ、他者との親睦を図り、

生きがいを見つけるなど生活の満足感を高めることで、QOL の向上を図る。 
 

 
 

4. 利用者定員 
（１）利用定員 ２０名 
（２）目標人数 ２０名 （現在の登録者数 17 名） 

 
5．就労支援事業収入 
 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度予

測 
令和 7 年度計

画 
便利屋収入 677.203 円 1.015.000 円 1.756.572 円 2.040.000 円 
販売事業収入 966.155 円 

 
845.000 円 943.951 円 1.080.000 円 

その他就労事

業収入 
359.780 円 
 

415.000 円 213.196 円 1.320.000 円 
 

合計 2.003.138 円 
 

2.275.000 円 2.913.719 円 
739.604 円（粗

利） 
4.440.000 円 
1.798.200（粗

利） 
   
6．生産活動 
  
＜作業支援目標＞ 

生産活動の機会の提供にあたっては、利用者の障害特性、利用者の個性、体調、能力、

希望に配慮し、精神的、身体的に過重な負担とならないよう作業支援を行う。 
腰痛など…作業をする上でハンディキャップがあっても、互いに得意分野を活かし合

い、休憩を取り合い、それぞれが自分のペースで作業に取り組むことができる様な環

境を提供する。 
キーワードは「やりがい・楽しさ・マイペース」 
① 自分の行った成果がフィードバックされること。 
② やってみたいの声を拾うこと。 
③ 休憩は自己タイミングでＯＫ。 
 
 

＜作業種＞ 
〇仕入れ販売（仕入先）弟子屈ラーメン様（納品先）道の駅・テシカガラボ様 
〇ペットのおやつ製造・販売 
〇受託作業請負 
顕聖寺様（清掃） オリエンタルランド弟子屈農園様（農園作業） 社会福祉協議会

（池の清掃） その他便利屋作業 
〇医・農・福連携事業 
農作物の生産・販売・仕入れ・加工  
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【施設内作業】 

ペットのおやつ製造販売、受託作業（オリエンタルランド様からの苺の箱折り等）を

行う。 
また、今年度は農作物の生産・販売・仕入れ・加工に伴う内職作業も作りたいと考え

ている。 
   

【施設外作業】 
  便利屋、受託作業を行う。 

また、今年度は農作物の生産、近隣農家さんから野菜を仕入れて加工、販売に力を入

れたい。 
 
  
〇農産物生産・販売・仕入れ・加工 
  「北海道産」「無農薬、無肥料栽培」の自然環境を壊さない栽培方法を行い、栄養価が

高く健康に良い野菜を利用者さんと共に楽しみながら作る。 
育てた野菜は道の駅や直売所での販売と製造中のペットのおやつの材料として使い、 
さらにグループホームの食材で使用するなどして利用者さんに食べてもらうことで心

身の健康作りに役立てたい。 
  他に、法人で取り組む「医農福連携事業」を進めて近隣農家さんから仕入れた農産物    

を SAITO MEDICALGROUP へ販売。加工等も行いその他の販路の開拓を進めてい

く。 
   
7．健康の維持・増進活動 
  生産活動・その他の活動におけるけがの予防や、体力づくり、成人病予防等のため、

朝の朝礼後や午後の時間に、ラジオ体操・健康体操・散歩などの活動を行う。また、年

間行事の中で弟子屈町役場健康推進課に協力をいただき、健康推進事業として栄養指導、

歯科衛生、メンタルケア等の学習会を行う。 
  
8．レクリエーション活動 
  作業ばかりではなく時にはバーベキューや花見等の機会を作り、職員、利用者さん共

に普段とは違った形での交流を深めていく。 
 ＜活動内容＞ 

・DVD 鑑賞・カラオケ等 
・買い物・外食・バーベキュー他 
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9．各関係機関との地域連携・健康推進活動 
弟子屈町保健福祉課健康推進係、ボランティア団体、社会福祉協議会等連携し、地域

との交流活動を通じ、心身の健康の維持増進を目的とした健康推進活動を行う。 

 
 
１0．季節感を取り入れた行事活動 
  花見、節分豆まき、焼肉、忘年会、新年会 
 
１1．隙間時間でミーティング 
  議題がでればミーティングを行いレクリエーションの内容や互いの仕事のやり方、事

業所内ルール、互いの障害や病気について…等を話し合い、互いの学ぶ機会と運営参

加を促す機会をつくる。 
 

１2．感染予防・健康状態の把握 
  毎朝の体温測定や血圧確認、体調の聞き取りを行う他、表情の観察、服薬支援、通院

状況、生活環境などを把握し、感染予防、心身の健康の維持を図る。必要時には関係機

関と連絡調整等支援を行う。 
１3．個別支援計画等の作成 
  個別支援計画のモニタリング・評価・アセスメントを半年毎、または状況の変化に応

じて、利用者との面接、個別支援計画検討会議、関係機関との連携を行い、個別支援計 
画の作成・個別支援内容の説明・文書の交付を行う。 

                      
１4．非常災害対策等の実施 
  ①自然災害を想定した消防避難訓練の実施（２回） 

③消防立入検査 
  ④法定設備点検  
  ⑤防災計画研修 
   地震・火災・風水害等の自然災害に対する防災対策及び災害時において必要な基本

事項を定めた防災計画の策定、及び防災研修を実施。 
    
１5．サービスの質の向上のための取り組み 

職員のサービスの質の向上のため、外部研修、事業所内研修を行う。 
＜年間研修計画＞ 

 ① 虐待防止研修 
②  防災教育研修 
⓷ 障害特性について 
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 ④ SST 研修 
⑤ ハラスメント研修 
⑥ メンタルヘルス研修 

 ⑦ その他必要に応じて 
 
１6．職員ミーティング 
  ・各職員同士、一日の作業結果や利用者さんについての情報を共有し、問題やトラブ

ルがあれば検討し、アイデアを出し合いながら事業所全体が向上して行くことを目

指す。 
   

・職員メンタルヘルス 
   オープンな関係を作り、互いに遠慮なく意見を出し合い、仕事量の偏りがないか確

認し合う。 
また、有休休暇や早退も互いに協力して取り合い、ワークライフバランス（仕事と

生活の調和）を目指して行きたい。 
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令和７年度  

就労継続支援 B 型事業所 ぬくもり弁当 事業計画（案） 

 
１.基本理念 
  コロナばかりかインフルエンザ マイコプラズマ肺炎 ノロウイルス流行り始めた兆し 
  が現れ、以前にも増して感染症に対しての衛生面の励行 予防対策に力を入れ取り組ん

でいます。。 
事業所として可能な限り、利用者の主体性や意思決定を尊重します。そして、利用者

が抱く“思い”や“望み”が叶えられ、“ここに通って良かった”、“ここにいて楽しい、

落ち着く”という満足感・充実感が得られる事業所を目指します。 
併せて、その一人ひとりが“働く喜び”、“仲間とのふれあい”、“就労の知識や技能”

等が得られ、身につくような支援を行います。 
   
２.基本方針 
  １)感染症に対する理解と感染対策をしっかり行い、“安心できる事業所”に努めます。 
  ２)利用者個々の性格、障がい特性を十分に理解し、個別支援計画に沿った適切なサービ

スを提供します。 
  ３)利用者一人ひとりの人権を尊重し、自立した日常生活、並びに社会生活を営むことが

できるよう、就労の場、就労の機会を提供します。 
  ４)地域や家庭との結びつきを重視し、市町村、他の障がい福祉サービス事業者、その他

保険医療サービス、または福祉サービスを提供する機関等との密接な連携に努めます。 
５)利用者の安心・安全を第一に考え、不安のない適切な支援に努めます。 
６)地域に根差した“風通しの良い”事業所づくりに努めます 
７)各種法令の遵守と健全経営に努めます。 

 
３.事業内容  
 ・弁当製造販売（町内・南弟子屈・磯分内他） 

  ・委託業務事業（川湯の森病院掃除・オリエンタルランド箱折） 
  ・レクリエーション活動の実施 
  ・利用者支援に関する業務全般（更新手続き・個別支援計画の作成他） 
  ・年２回の避難防災訓練の実施 
  ・消防設備点検の実施 
 
４.営業日及び営業時間 
  ・営業日は、月曜日から金曜日（但し、祝祭日・お盆・年末年始は除く） 
   ※但し、イベント開催等により祝祭日を営業とすることがある。 
  ・開所時間、及び営業時間は、午前８時００分から午後４時４５分 
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５.利用定員 
  ２０名 
 
６.従業者の人数 
  ・管理者 １名 ・サービス管理責任者 １名 ・生活支援員 １名（兼務） 
 ・職業支援員 １名 ・調理担当員 １名（兼務）     計３名 
 

７.年間売上目標 
  弁当製造販売     5,500,000 円 
  委託業務事業     2,500,000 円 
  農福連携事業     1,600,000 円  
  目標総計       9,600,000 円 
 
８.支援内容 
  （１）心配事や悩み等を話しやすい・聞きやすい環境の整備。 
  （２）作業への意欲を高める支援を行う。 
  （３）みんなが協力しながら作業に取り組めるような雰囲気・環境の整備。 
  （４）一人ひとりの障害特性、疾病を理解した上で尊重した対応をする。 
  （５）互いに協力し合えるように支援する。 
 
９.個別支援計画 
  ①アセスメント(課題整理) 
  利用者の思い(目標)を確認し、本人が抱えている課題を整理しながら、潜在的な能力、働

く力を最大限に引き出すことのできる支援を行います。 
  ②モニタリング(評価) 
  利用者の“思い”を実現するために個別支援計画が「計画通り実施はされているか、支

援内容は適切なのか、問題はないのか。」等を本人、職員、関係者で確認し、最長でも６

カ月に１回は見直しを行い、利用者の“思い”を反映させていきます。 
 
10.避難防災訓練の実施 
  ・年 2 回の実施及び防災教育・研修を実施し想定外の事案に対応する力を養います。 
 
11.相談・苦情・虐待の窓口 
  利用者が適正なサービスが利用できるよう、利用者のみならずご家族等を含めた関係者

からの相談・苦情・虐待について、迅速かつ適切に対応します。さらに、虐待等不適切

対応の防止に向けた意識啓発などの取り組みにも強化します。 
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12.利用者満足度調査（CS） 
  事業所の活動等に対して、満足を得られているかどうか、定期的なアンケートを実施し

ます。具体的には、行事等の終了後に参加された利用者に対して、アンケート調査を実

施し、満足度をチェックします。そして、より満足が得られるような内容の改善に努め

ます。 
 
13.新規利用者の獲得 
  近隣の市町村、相談支援事業所、養護学校等との連携を図り情報収集を行いながら、利

用者獲得に繋がるよう努めます。 
 
14.職員研修 
  事業所で抱える問題や課題の解決、職員の資質の向上を目的に事業所全体で計画的・組

織的、そして積極的に取り組んでいきます。 
  ＜事業所内研修＞ 
  ①権利擁護、虐待防止について 
  ②感染症予防について 
  ③災害及び事故発生時の対応について 
  ④危機管理について 
 
15.コンプライアンス(法令遵守) 
  障がい福祉サービス事業所において、そこに通う利用者が安全で安心した時を過ごすこ

とができるよう、関係法令等に基づき、相互の牽制体制とチェック機能の強化、自己点

検による改善を図りながら福祉サービスの提供に努めます。 
    
16.その他 
  昨年 弁当製造販売 委託業務事業と合わせ、利用者全員個々の力を発揮しています。 
  午前の製造・販売事業と午後は障害特性を生かした 繰り返し行える作業を行っていま

す。 
  利用者の確保と同様 当該事業所に新たな職員が配置された場合には その育成に努め

ます。 
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１：運営状況 ＊給付対象事業

てつなぎ荘　定員7名　6名入居
　　内訳（男性・・・3名　女性・・・3名）
てつなぎ抱夢　定員4名　満室
　　内訳（女性・・・4名）
ほんわかホーム　定員6名　満室
　　内訳（男性・・・3名　女性・・・3名）
指定短期入所事業（てつなぎ荘にて実施）　定員1名

＊給付対象外事業
：生活困窮者一時預かり事業　（定員1名　随時対応）
　事前予約にて随時対応
：生活困窮者（有料ショートステイ）事業
　支給決定外の方を対象に運営
　事前予約にて随時対応

２：サービス体制 ＊職員配置数及び業務内容

管理者　1名
サービス管理責任者　1名
生活支援員　4名
世話人　3名

※ 兼務・重複含む
：早出（7時30分～16時15分、生活支援、受診対応など）
：遅出（9時15分～18時、生活支援全般）
：日勤（平日、8時15分～17時）
：日勤（土日祝、8時45分～17時30分）

＊食事提供体制　（平日の夕食）
調理員　2名　交代制で対応（不在時は当日担当職員にて食事提供）
＊ 土日は利用者への買い物送迎等対応

３：共通業務 ：個別支援計画策定
：生活支援全般（相談対応、助言、残存機能活用援助など）
：施設維持管理
：各種申請（各種手続き代行）
：記録整備管理事務全般
：館内清掃（共有部及び建物外周）
：生活支援員の食事提供　①平日朝食、②土日の朝夕食、③年末年始
：休日の対応
：利用者の余暇支援（外出行事など）
：利用者の受診・買物支援
：各町内会の行事に参加
：消防訓練、避難訓練

４：個別支援計画の策定及び個別面談の充実

：全入居者の状況を各職員で共有し、きめ細かいサービスの提供を行う。

：定期的な個別面談により潜在的要望を掘り起こし、支援計画に反映させる。

ＧＨてつなぎ荘事業　令和7年度事業計画(案）  

指定共同生活援助事業　入居状況（令和7年3月現在）　全定員数18名
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５：重点課題 ＊てつなぎ荘、抱夢、ほんわかホームの常時の連絡体制の確保

＊短期入所の受け入れについて

＊防災設備の拡充
自然災害、緊急時の設備の充実を図る。（全施設）

＊サービスの質の向上
支援内容を検証し、当事者の要望にきめ細かいサービスを提供する。

＊新規職員の確保
サービス維持のため、職員定着向上と人材確保を考慮した運営が必要。

てつなぎ荘、ほんわかホームに設置の見守りカメラにより見守り強化のほか、
夜間等職員不在の緊急時は、セコムシステムによる駆けつけ体制を整えてい
る。またグループホームの専用携帯電話に連絡がとれる体制を整え、緊急時
に速やかに対応できる体制を確保する。

夜勤・宿直職員の配置はないので、夜間の見守りや支援の必要がない方につ
いては受け入れが可能。
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